
市民サービスの向上等 利用者数 管理運営経費の効果等 評価 意　見

1

高崎山高崎山高崎山高崎山
自然動物園自然動物園自然動物園自然動物園

(財)大分市高崎山

管理公社

任意指定

Ｈ24．4．1

～

Ｈ27．3．31

（3年間）

開園時間：8：30～17：00（年中無休）　※指定管理者制度導入前と同じ

●さるっこレール利用者数：171,346人（前年度比20,022人増)

●駐車場利用台数：238,278台（前年度比5,312台減)

●その他：「高崎山無料の日」を11月に実施、イベントの実施（夏休みイベント等）や

広報誌の発行、また、保育園・幼稚園を訪問し、高崎山のキャラクター「たかもん」と

の触れ合いを通した高崎山のPR活動を実施した。

 15年度： 265,160人

(23年度： 236,586人)

 24年度： 241,324人

※人数は有料入園者数

入園者数　23,836人減

△ ３３，５８８千円

 （24年度）

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

　入場者が近年減少傾向にあったが、24年度は保育園・幼
稚園を高崎山PRキャラクター『たかもん』と一緒に訪問する
PR活動の実施や、「うみたまご」との連携、観光大使・特使
コーナーの実施などの結果、前年度を上回る入場者数と
なった。
　今後も『たかもん』等を積極的に活用する中で、マスメディ
アによるプロモーションや他施設との連携を含めたイベント
等の充実を図り、入園者増に取り組んでいく必要がある。

2 社会福祉センター社会福祉センター社会福祉センター社会福祉センター
(社福)大分市社会

福祉協議会

任意指定

Ｈ24．4．1

～

Ｈ25．6．30

（１年3月間）

開館時間：9：00～17：00（ただし12/28～1/4、日・祝日除く）

開館時間を午後7時から午後9時に延長（事前予約分のみ）

日曜・祝日を午前9時から午後9時まで開館（事前予約分のみ）

《自主事業》

●趣味の教室　延参加者数　5,364人

●人生いきいきはつらつスクール（12回開催）延参加者数1,065人

●いきいき健康講座（4回開催）合計参加者数326人

●歌って元気教室（20回開催）延参加者数604人

 17年度： 103,848人

(23年度： 58,500人)

 24年度： 98,011人

　

利用者数  5,837人減

△ ７，４７９千円

（24年度）

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

　当施設は平成25年6月末で廃止となり、（社福）大分市社
会福祉協議会の指定管理期間は終了した。
　平成25年7月にホルトホール大分内に「大分市総合社会
福祉センター」が開設し、当施設の機能の一部が移行する
ことから、新たな指定管理者と協力し、魅力ある取組を行う
必要がある。

3

多世代交流プラ多世代交流プラ多世代交流プラ多世代交流プラ
ザザザザ

（社福）大分市社会

福祉協議会

任意指定

Ｈ24．4．1

～

Ｈ27．3．31

（3年間）

開館時間：9：00～17：00（ただし12/28～1/4、日・祝日除く）

開館時間を午後7時から午後9時に延長（事前予約分のみ）

日曜・祝日を午前9時から午後9時まで開館（事前予約分のみ）

《自主事業》

●親子クッキング教室（前期・後期各月1回）受講者45組88人

●盲導犬体験事業　参加者数24人

●めだかの学校（陶芸教室）参加者数47人

●スカットボール大会（4回開催）457人

 17年度： 7,208人

(23年度： 7,787人)

 24年度： 10,249人

　

利用者数  3,041人増

△ ２，２７４千円

(24年度）

Ａ

ＡＡ

Ａ

　親子クッキング教室や盲導犬体験、陶芸教室など子ども
からお年寄りまで様々な世代向けの自主事業の実施に努
めている。その結果、利用者数は増加しており、一定の成
果が挙がっている。

4

活き活きプラザ活き活きプラザ活き活きプラザ活き活きプラザ
潮騒潮騒潮騒潮騒

(社福)大分市社会

福祉協議会

任意指定

Ｈ24．4．1

～

Ｈ27．3．31

（3年間）

開館時間：9：00～17：00（ただし12/28～1/4、日・祝日除く）

開館時間を午後7時から午後9時に延長（事前予約分のみ）

日曜・祝日を午前9時から午後9時まで開館（事前予約分のみ）

《自主事業》

●中学生の高齢者模擬体験・ボランティア交流会（2回開催）合計参加者数36人

●スカットボール大会（6回開催）合計参加者数249人

●ふれあい作品発表交流会（2回開催）合計参加者数109人

●クリスマスパーティー（小学生対象）参加者数40人

 17年度： 4,068人

(23年度： 5,995人)

 24年度： 6,020人

　

利用者数  1,952人増

△ ６千円

 （24年度）

Ａ

ＡＡ

Ａ

　中学生の高齢者模擬体験やスカットボール大会、ふれあ
い作品発表交流会など様々な世代向けの自主事業を実施
し、市民の健康増進に努めている。その結果、利用者数は
増加しており、一定の成果が挙がっている。

5 丹生温泉施設丹生温泉施設丹生温泉施設丹生温泉施設 (社福)大分市福祉会
公　募

Ｈ22．4．1

～

Ｈ27．3．31

（5年間）

開館時間：12：00～21：00

休館日：毎月第2水曜日

17年5月のオープン時から指定管理者制度を導入。当初から接客研修等を行い、

サービスの向上に努めている。

《自主事業》

●施設無料開放：無料敬老の日の週（24年度は9/15～9/23）を70歳以上の方

 17年度： 39,169人

(23年度： 41,533人)

 24年度： 36,272人

　

利用者数  2,897人減

指定管理料：４，０００千円

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

　前年度に比べて利用者数が減少したのは、定期検査でレ
ジオネラ菌が検出され、25年2月15日～4月22日まで閉館し
ていたためである。今後は、より一層の衛生管理が必要で
ある。
　なお、9月には敬老の日週間に70歳以上の方を無料とす
るなどした結果、閉館期間を除いた月は前年度を上回る利
用者数であった。

施設の名称

指定管理者の名称等

番号

制度導入による効果 （導入前直近年度との比較）

選定方法 指定期間

内　　部　　評　　価

≪評価≫　Ａ．期待以上、または期待した成果が挙がっている

　　　　　　　Ｂ．ほぼ期待した成果が挙がっている

 　　　　　　 Ｃ．期待した成果が挙がっていない

２．指定管理者制度導入施設評価２．指定管理者制度導入施設評価２．指定管理者制度導入施設評価２．指定管理者制度導入施設評価
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市民サービスの向上等 利用者数 管理運営経費の効果等 評価 意　見

施設の名称

指定管理者の名称等

番号

制度導入による効果 （導入前直近年度との比較）

選定方法 指定期間

内　　部　　評　　価

≪評価≫　Ａ．期待以上、または期待した成果が挙がっている

　　　　　　　Ｂ．ほぼ期待した成果が挙がっている

 　　　　　　 Ｃ．期待した成果が挙がっていない

6 海部古墳資料館海部古墳資料館海部古墳資料館海部古墳資料館
坂ノ市地区社会

教育関係団体

連絡協議会

任意指定

Ｈ24．4．1

～

Ｈ27．3．31

（3年間）

開館時間：9：00～17：00（入館は16：30まで）

休館日：毎週月曜日（ただし、毎月第1月曜日及び月曜日が祝日の場合は開館し、

翌火曜日が休館。）、12/28～1/4　※指定管理者制度導入前と同じ

施設利用者数：指定管理者制度導入前は毎年減り続けて17年度は10,804人であっ

たが、制度導入後は増加に転じ、24年度は19,950人であった。

《自主事業》

●市内の学校や公民館への広報活動

●「まがたま作り」（53名）や「はにわ作り」（24年度は台風のため中止）等の体験講

座

●歴史や考古学の講話 ①辻古墳と王ノ瀬石棺 約30人 ②「飛山古墳」の発掘につ

いて 約30人

●坂ノ市倉掛公民館での出前講座（「亀塚古墳」を中心とした海部地域の古墳につ

いて） 約30人

 17年度： 10,804人

(23年度： 19,757人)

 24年度： 19,950人

　

利用者数  9,146人増

△ ５０４千円

（24年度）

Ａ

ＡＡ

Ａ

　まがたま作り等の体験講座や、歴史や考古学の講話など
の自主事業を行った結果、24年度も引き続き利用者数の
増加となっている。また、利用者の声にも職員の対応等に
「満足」「良くなった」との回答が多く寄せられており、期待し
た成果が挙がっている。

開館時間：8：30～22：00

休館日：毎月第2月曜日、12/28～1/3

●休館日を月4～5回から月１回へと減らし、開館時間を30分早めた。（8：30～22：

00）

●独自のホームページを立ち上げた。

●館内の案内表示を見やすくしたり、掲示物の整理・改善を行ったりして、見栄えを

良くした。

●５階キッズルームにおもちゃや絵本を設置し、子どもが過ごしやすい環境を整え

た。

●広報活動強化により天体観測ドームの来場者数が増加した。（22年度528人、23

年度1,137人、24年度1,409人）

●「館長ポスト」や「退室時チェックシート」によって利用者からの要望を受け付け、

より良い施設の管理運営を目指した。

≪自主事業≫

●春らんまんコンサート　180人

●教室・講座　3,078人

●コンパルKIDS体験隊　夏85人、冬86人

●市民スポーツデー（5回）

●なつかしの映画上映会フィルムマラソン　1,361人

●イルミネーション点灯式　71人

●ジュニアフットサル大会　24チーム

●Asian Week 2012（2回）

　　①チャイニーズday　2,019人

　　②世界の料理とモンゴル民族音楽コンサート　2,620人

●コンパル博覧会2013　1,674人　　ほか

7 コンパルホールコンパルホールコンパルホールコンパルホール
コンパルホール

共同事業体

公　募

Ｈ23．4．1

～

Ｈ26．3．31

（3年間）

△ ２１，６３０千円

 （24年度）

　24年度は、クレームフォローシートによるクレーム管理の
開始や、ひざ掛け、座布団の貸し出しを始めるなどの取組
を新たに実施するとともに、自主事業では、他施設との連
携の開始やキャラクター「パルちゃん」周知のためのワーク
ショップ企画やジュニアフットサル大会を開催するなど、
様々な新規事業を実施している。また、利用者アンケート
調査の結果においても「非常によくなった」、「よくなった」と
いう回答が多くあり、ほぼ期待した成果が挙がっている。
　25年度はホルトホール大分オープンの影響で利用者の
変化が想定されるため、魅力的な自主事業の実施やサー
ビスの向上に向けた取組が必要である。

Ｈ22．4．1

～

Ｈ25．3．31

（3年間）

㈱テイクファイブ・

㈱メンテナンス

共同企業体

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

 18年度： 23,501人

(23年度： 28,661人)

 24年度： 34,006人

　

利用者数　10,505人増

 22年度：540,988人

 （23年度：582,938人）

24年度：618,726人

　

利用者数　77,738人増

　能や狂言以外の自主事業も継続して行うとともに、積極
的にイベントの周知を図るなど、幅広く市民が活用できる取
組を行っている。24年度の新規事業として実施した「朗読
会」や「赤に咲く花」（オカリナ）の取組も好評を得ている。ま
た、24年度はカラオケ教室や邦楽・日舞等の公演を増やし
たことが、利用者の大幅増に繋がったと考えられる。
　今後も利用者の増加に向け、魅力的な自主事業の実施
やサービスの向上に向けた取組みが必要である。

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

△５，５８９千円

（24年度）

8

公　募

平和市民公園平和市民公園平和市民公園平和市民公園
能楽堂能楽堂能楽堂能楽堂

開館時間：9：00～21：30（夜間利用がない場合は18：00閉館）

休館日：毎週月曜日（ただし、要望があれば開館）、12/28～1/3

●施設の利用可能日を拡大（休館日でも利用希望があれば利用の許可）した

●能・狂言などは、特殊な公演のみでしか利用できないイメージがあり、市民の利

用しやすい施設にするため、多目的な用途としての運営を目指した

●「能楽堂新聞」を発行するなど、イベント等の周知を図ったことにより利用率が上

がった（18年度64.1%、24年度90.2%）

≪自主事業≫

 ●表現塾　　575人

 ●初心者のための能楽講座　210人

 ●能楽堂　桜茶会　350人

 ●藤原道山×SINSKE「ボレロ」2012　　340人

 ●能楽堂朗読会～絵画と卒寿の朗読会～（24年度新規）　200人

 ●赤に咲く花～大地の音色「オカリナ」が彩る夢の時間～（24年度新規）　400人

 ●日本の古典　能・狂言　大分公演　400人

 ●能楽の祭典　550人
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市民サービスの向上等 利用者数 管理運営経費の効果等 評価 意　見

施設の名称

指定管理者の名称等

番号

制度導入による効果 （導入前直近年度との比較）

選定方法 指定期間

内　　部　　評　　価

≪評価≫　Ａ．期待以上、または期待した成果が挙がっている

　　　　　　　Ｂ．ほぼ期待した成果が挙がっている

 　　　　　　 Ｃ．期待した成果が挙がっていない

9 宇曽山荘宇曽山荘宇曽山荘宇曽山荘
宇曽山荘運

営協議会

公　募

Ｈ22．4．1

～

Ｈ25．3．31

（3年間）

開業時間：9：00～22：00

開館日：毎週月曜日（ただし、要望があれば開館）、12/31～1/3

●年末の開館日の延長や要望次第では月曜日の休館日も開館するなど、利用の

拡大を図った

●テニスコートの空き状況や合宿予約状況を施設ＨＰより確認可能とした

●「利用者の声」を設置し、市民ニーズの把握に努めた（シルバー、グループ向けの

料理メニューの作成等）

●過去の利用者に対しダイレクトメールで利用の呼びかけを行った

●団体用の無料送迎バスを2台配置し、50名程度の団体まで受け入れ可能とした

≪自主事業≫

●宇曽山荘カップ・ジュニアテニスクラブ対抗テニス大会

 18年度： 14,444人

(23年度： 21,093人)

 24年度： 22,132人

　

利用者数  7,688人増

△ ７，０５８千円 （24年度）

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

　テニス大会の開催、ホームページ上での予約受付など利
用者の要望を把握し、市民サービス向上のための取組を
積極的に行っている。
　利用者数も前年度比で増えており、ほぼ期待した成果が
挙がっている。

10 関崎海星館関崎海星館関崎海星館関崎海星館 大分エージェンシー㈱
公　募

Ｈ23．4．1

～

Ｈ26．3．31

（3年間）

開館時間：月、水、木（10：00～18：00）、金、土、日、祝日及び8月全日（10：00～22：

00）※8月は無休

休館日：火曜日（ただし、8月を除く。また、火曜日が祝日の場合は開館し、翌水曜

日が休館。）、12/29～1/3

●入館料を無料にし、観覧料(天体観測室・アストロシアター利用)制としたことによ

る、市民サービスの向上を図った。

●夏休み期間中（8月）は、無休で開館した。

≪自主事業≫

●天体観測会(2923人)

●スターウォッチング教室(313人)

●天体観測講座(135人)

●天文講座(20人)

●特別イベント(719人)

●親子星空夢工房(332人)

 22年度： 14,669人

 （23年度：25,722人）

 24年度： 28,066人

利用者数 13,397人増

△ １，０００千円

 (24年度）

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

　23年度から入館料を無料にしたことで、入館者数は著しく
増加した。また、市民ニーズに合わせて開館時間を日食な
どのイベントに合わせて変更したり、悪天候の際にも利用
できるアストロシアターの映画上映を通年で行うなど、市民
サービスの向上にも努めている。
　今後も市民サービスの向上を目指し、魅力ある自主事業
を行う必要がある。

11

Ｈ22．4．1

～

Ｈ25．3．31

（3年間）

公　募

アートプラザ

共同事業体

アートプラザアートプラザアートプラザアートプラザ

　節電などの経費削減や、利用者に満足していただけるよ
うきめ細やかなサービスを継続するとともに、おもてなし面
の強化に努めている。また、自主事業として24年度はコン
パルホールとの共催による「まち×アートフェスタ」 や若手
芸術家等の支援育成及び国際交流等の様々な内容の事
業に取り組むなど、芸術文化発信拠点となっている。
　その他にも、地元大学と連携したイベントや、様々な世代
向けの作品展を実施するなどして昨年並みの利用者数を
維持しており、期待した成果が挙がっている。

開館時間：9:00～22:00

休館日：12/28～1/3

●独自のホームページを立ち上げた

●ボランティア組織の立ち上げ　（２４年度登録者　計２２名）

●メディアとの共催で自主事業の実施

●留学生や外国人の協力で地域住民との国際交流イベントの実施

●大学（学生）との連携事業

●高齢者施設等へのアウトリーチ ワークショップの実施

●他施設（コンパルホール）及び商店街との連携イベントの実施

≪自主事業≫　（２４年度）

●磯崎新パネル展（1,155人）

●ART PLZA「アートマーケット№１３」（1,287人）

●ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟ企画「ザ・キャンビンカンパニー展～えほんの中の役者たち」

（1,021人）

●アウトリーチ「和紙でランプシェードを作ろう」（福祉施設）（10人）

●夏休み連続ワークショップ「わくわくマペットづくり」（135人）

●「アートプラザ館内案内ツアー」

●ART PLZA「Ｕ-４０　建築家展2012」 （1,282人）

●「アートプラザまち×アートフェスタ」 （3,037人）

●ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟ企画「Anne Imai exhibition 今井杏展」（1,123人）

●「版画教室」（20人）

●アウトリーチ「ハロウィン飾りを作っテミタ」（商業施設）　（100人）

●別府混浴温泉関連事業「吉村正郎とその仲間達展」（923人）

●ART PLZA「アートマーケット№１５」（1,506人）

●アウトリーチ「サンタ帽子を作っテミタ。」（商業施設）（70人）

●「版画教室～版画で年賀状をつくろう～」 （10人）

●アートプラザ　支援アーティスト展「Pickup Artist展vol.２」 （1,580人）

●ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟ企画「2013年までの２０１３北村直登展」（1,000人）

●アートプラザ「建築キッズ絵画展」（636人）

●ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝ・ｲﾍﾞﾝﾄ「飛び出すカード作り＆60年代ホールバレンタインコンサート」

（100人）

●アートプラザ共催企画

　　　「大分大学×日本文理大学合同卒業設計展　in ARTPULAZA」 （683人）

 18年度： 138,162人

(23年度：178,747人)

 24年度： 173,401人

　

利用者数  35,239人増

△６，４１３千円

(24年度）

A

AA

A
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市民サービスの向上等 利用者数 管理運営経費の効果等 評価 意　見

施設の名称

指定管理者の名称等

番号

制度導入による効果 （導入前直近年度との比較）

選定方法 指定期間

内　　部　　評　　価

≪評価≫　Ａ．期待以上、または期待した成果が挙がっている

　　　　　　　Ｂ．ほぼ期待した成果が挙がっている

 　　　　　　 Ｃ．期待した成果が挙がっていない

12 温水プール温水プール温水プール温水プール ㈱三信工業

公　募

Ｈ22．4．1

～

Ｈ25．3．31

（3年間）

開館時間：10：00～21：00（7/21～8/31は9：00～21：00） ※指定管理者制度導入前

と同じ

休館日：火曜日（祝・休日の場合は開館）、12/29～1/3

●利用者向けのパンフレットを作成した

●温水プールのＨＰを開設し、情報発信を行った

●女性の利用者のために、メイク落とし（洗顔クリーム）を常備した

●プールの監視に田ノ浦ビーチのライフセーバーを雇用し、事故防止に努めた

≪自主事業≫

●キッズ水泳教室（５～６歳向け）　受講者数72人

●ジュニア水泳教室（小学生）　　　受講者数219人

●成人のための水泳教室　　　　　　受講者数56人

●健美操　6人

●利用者に対して医師、栄養士によるメタボ講座を４回行った。

 18年度：107,317人

(23年度：118,907人)

 24年度：125,068人

　

利用者数  17,751人増

 △９，９０６千円

 （24年度）

A

AA

A

　様々な年代を対象とした水泳教室や医師・栄養士による
メタボ講座などの自主事業を実施するとともに、アンケート
調査によるニーズの把握などを積極的に行い活用すること
で、利用者数は年々増加しており、経費節減と併せ期待し
た成果が挙がっている。
　また、田ノ浦ビーチのライフセーバーをプールの監視員と
して雇用するなど、安全面でのサービス向上にも努めてい
る。

13

市営陸上市営陸上市営陸上市営陸上
競技場・競技場・競技場・競技場・
津留運動津留運動津留運動津留運動
公園球技場公園球技場公園球技場公園球技場
及び自由広場及び自由広場及び自由広場及び自由広場

大分リバースタジアム
公　募

Ｈ23．4．1

～

Ｈ26．3．31

（3年間）

利用時間：8：30～20：00（ただし、4月から10月の間の毎週水曜日は21時まで利用

可能）

休場日：月1日（第1月曜日）、12/29～1/3

●休場日を週1日にした

●月曜日が休場日でテニスコートを使用できなったが、月曜日も開放した

●トレーニングルームにエアロバイクを新たに2台設置した

●利用者へ挨拶を行うなど、親切な対応を心がけた

《自主事業》

●大分市民マラソン教室　727人

●テニス教室　368人

●卓球教室　509人

●リバスタ親子教室　727人

●ウォーキング教室　338人

●ピンポン教室　354人

●スロージョギング教室　271人

●いきいき健康教室　144人

●ラージボール卓球教室　52人

 19年度：　63,660人

(23年度：　95,408人）

 24年度：  75,842人

　

利用者数  12,182人増

△４，３２０千円

（24年度）

A

AA

A

　23年度と比較して利用者数が大幅に減少しているのは、
全天候型トラックのウレタン改修工事によって8月～1月の
間、トラックの使用ができなかった影響である。それ以外の
月やトラック以外の施設の利用者数は、前年度と同じかや
や増で推移している。
　各種スポーツ教室等の自主事業の実施や休場日（月曜
日）にもテニスコートの利用を可能にするなど、利用者の
ニーズに応えることにより利用者数は年々増加してきてお
り、期待した成果が挙がっている。

14

市営住宅市営住宅市営住宅市営住宅
（一部）（一部）（一部）（一部）

大分県住宅供給公社 公　募

Ｈ23．4．1

～

Ｈ26．3．31

（3年間）

対応時間：8:30～17：15　※指定管理者制度導入前と同じ

平成25年2月から3月にかけて大分県住宅供給公社市営住宅管理センターが利用

者アンケートを実施。業務移管がされて1年以上が経過したが、満足度は「大変良

い、良い、普通」と答えた方が約7割強となっており、指定管理者への移管後のサー

ビス満足度も概ね良好である。

家賃等滞納整理にかかる人員配置の見直しを行い、平成24年度よりこの業務にか

かる人員の補強を行った。これにより平成24年度の収納率がアップした。

その他の業務については、引き続き、月例報告や年次報告、また、随時モニタリン

グ等をとおして、管理状況の確認を行い、必要に応じて改善指導を行うなどし、良好

な管理運営の確保を図りたい。

△ １２，０７９千円

 （24年度）

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

　利用者アンケートの結果を見ても、7割以上の利用者が
概ね満足しており、期待していた効果は挙がっている。
また、24年度は家賃等滞納整理にかかる人員の補強を
行った結果、収納率はアップしたものの、今後とも催告の強
化を図る必要がある。
　今後も利用者サービスを高めるよう管理指導を行ってい
く。
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2020
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